
人口と世帯(10 月1日現在)

Ｏ人口　463,9ｱ3 人　 （一諂4）

Ｏ　男　236,0ｱ5 人　 （－10ｱ ）

Ｏ　女　22Z,898 人　 （－47 ）

Ｏ世帯　IZ3,118 世帯 （－44 ）
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11/13( 日)は

あ
な
た
の
一
票

住
み
よ
い
松
戸
の
か
け
橋
に

松
戸
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

任
期
満
了
に
伴
う
松
戸
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
、

1
1月
1
3日
剛
に
行
わ
れ
ま
す
。

今
後
の
市
政
を
託
す
人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。

棄
権
せ
ず
、
み
ん
な
そ
ろ
つ
て
投
票
し
ま
し
よ
う
。

告
示
日

…
一
１１
月
６
日
照

投
票
日
時
…
1
1
月
1
3
日
倒
午
前

７

時
～
午
後
６

時

会
場
…
九
十
七
ヵ
所
の
投
票
所

投
票
で
き
る
人
…
昭
和
4
9
年
1
1

月
1
4
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
平
成
６

年
８

月
５

日

ま
で

に

松

戸

市
に

転

入

の

届

け

出

を
し

、
引

き

続

き

居

1
0月
1
6日
ま
で

に
市
内
で

の
住

所
変
更
手
続
き
を
し
た
人
は
、
新

住
所
地
の
投
票
所
で

投
票
で
き
ま

す
が
、
1
0月
1
7日
以
降
に

変
更
手

続
き
を
し
た
人
は
、
旧
住
所
地
の

投
票
所
で

投
票
す
る
こ

と
に
な
り

投
票
日
当
日
、
出
張
や
出
産
・

旅
行
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情

の
た
め
投
票
で
き
な
い
人
は
、
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
間
・
時
間
…
1
1
月
６
日
皿

～
1
1月
1
2日
出
の
午
前
８

時
3
0分

～
午
後
５

時

会
揚
…
市
役
所
本
館
二

階
大
会

議
室
（
支
所
で
は
で
き
ま
せ
ん
）

持
参
す
る
物
…
投
票
所
整
理
券

身
体

障

害

者

手
帳

・

戦

傷

病

者

手

帳
の

交

付

を

受
け

、
身

体
に

重

度
の

障
害

が

あ

る
人

は

、

郵

便
に

よ

る
不

在
者

投

票

が
で

き

ま

す

。

※

選

挙

管
理

委

員

会
に

、
郵

便

投

票

証
明

書

の

交
付

申
請

が

必

要

で

す

。

投
粟
方
法
…
投
票
用
紙
と
投
票

用

封
筒

の

請

求

書
に

署
名

し

、

郵

一
1
1
1
1

一
月
1
3
日

⑧
午

後

７

時
3
0
分
か

ら

松
戸

運

動
公

園
体

育

館
で

行
い

ま

す
。

閲

市
選

挙

管

理

委

員
会

事

務

局

わたしの夢

渡邊　彩子さん

先生になっ て絵を 教え ている 彩子さん

わたしは、大きくなったら、わたしたちをう

けもってくれている先生みたいになりたいです。

先生は、絵がとくいです。絵のかき方を､「ここは、

こうした方がいいのよ」と、やさしくていねいに

教えてくれます。だから、わたしは、先生も絵を

かくことも大すきです。わたしも、絵を毎日かい

ています。早く 先生みたいになりたいです。

松戸市行政リストラ

市民会議が発足

社
会
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
、

効
率
的
で
効
果
的
な
行
政
運
営
を

進
め
る
た
め

、
市
民
の
視
点
か
ら

行
政
運
営
を
見

直
す
「
松
戸
市
行

政
リ
ス
ト
ラ

市
民
会
議
」
が
発
足

し
ま
し
た
。

市
民
会
議
の

委
員
は
、
各
界
で

ご
活
躍
の
方
十
二
人
と
、
市
民
の

中
か
ら
一
般
公

募
に
よ
っ
て
選

ば

れ
た
三
人
の
計
十
五
人
で

す
。

1
0
月
７
日
第
一
回
の
会
議
が
開

松戸市行政リストラ市民会議委員 （敬称略･順不同）

か
れ
、
市
長
か
ら

各
委
員
に

委
嘱

状
が
手
渡
さ
れ
た

後
、
今
後
の

会

議
の

運
営
方
針
な
ど
が
決
ま
り
ま

し
た
。
な
お
一
般
公
募
に
は

、
四
十
一

人
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

９
月
2
6・
2
7日
の
両
日
に
わ
た
り

選
考
会
議
を
開
催
し
、
男
性
二
人
、

女
性
一
人
の
委
員
を
選
出
し
ま
し

た
。
問
事
務
管
理
課

＼ 氏　　 名 職　　 業

学
識
経
験
者

井原　哲夫( 吉井町) 慶 応義塾大学商 学部教授

入江　平門( 稔台) 埼玉 高速鉄道㈱専務取締役

土岐　　 寛( 常盤平) 大東文 化大学法学部 教授

高 橋むつき(上本郷) 弁 護士

田中 登志子(五香六 実) 社会保険労務士

各
界

選
出

者

柴田　 亮子( 新松戸) ㈱婦人生活社出版 部次長

中村　建一(小金原) 日 本放送協会会友

木川 総一郎( 松戸市在勤)
松戸商工会議所青年 部会長

木川染色㈱専務取 締役

中 沢　記子( 馬橋)
松戸商工会議所 青年 部

㈲ﾁｴﾘﾂｼﾕ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 取締役

菅沼　正 明(松戸市在勤)
連合松戸･鎌ヶ谷地域協議会監事代理

㈱伊勢丹松戸店

文入加代子( 五香六実) 松戸市消費者の会 会長

三 崎　哲郎( 下矢切) 松戸整形外科 病院事務長

一
般
公
募
者

岡田　格朗( 小 金原)
㈱大和システム･ エンジニアリング

代表 取締役 社長

紀　　 久枝( 八ヶ 畸) 主婦

古川　令治( 小 金原) 日本長 期信用銀行池袋支店次長

主な内容

・すぐやる課25年……… ２～３

・市民健康づ くりの集い……４

・松戸市文化祭……………… ５

・情報チャンネル………６～ ７

・松戸養護学校の生徒が

芋掘り………………………８

・二十世紀が丘保育所で

稲刈り………………………８

(上本郷第二小学校２年)

開
票 1

1月
1
0日
困
朝
日
・
産
経
・
千

葉
日
報
・
東
京
・
日

本
経
済
・
毎

日
・
読
売
の
各
紙
朝
刊
に
折
り
込

む
予
定
で

す
。
各
支
所
・
市
民
セ

ン
タ
ー
に

も
用
意
し
ま
す
の
で
ご

利
昭
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報

便
投
票
証
明
書
と
と
も
に
請
求
し

て

く
だ
さ
い
。

す
で
に
、
郵
便
投
票
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
事

前
に
お
送
り
し
ま

す
。

請
求
期
限
…
投
票
日
の
四
日
前

ま
で
（
1
1月
９
日
水
ま
で
）

身
体
に
障
害
を
お
持
ち
の
人

は
郵
便
投
票
を

（
1
0
月
3
1
日
発
送
予
定
の
ハ
ガ

キ
）
と
認
め
印

当
日
投
票
で
き
な
い
人
は
不

在
者
投
票
を

ま

す

。

市
内
で

住
所
変
更
を
し

た
人

の
投

票

住
し
て
い
る
人

(
)
は
前
月
比



すぐやる課２５年

「
す
ぐ
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
、

す
ぐ
や
り
得
る
も
の
は
す
ぐ
に
や
り
ま
す
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
す
ぐ
や
る
課
は
昭
和
4
4年
1
0月
６

日
に
誕
生
。
今
年
で
二
十
五
年
を
迎
え
ま
し
た
。

多
く
の
市
民
の
小
さ
な
声
に
こ
た
え
、
受
理

し
た
要
望
は
約
七
万
五
千
件
を
突
破
。

そ
の
活
動
は
、
行
政
に
新
風
を
吹
き
込
み
、

全
国
に
松
戸
市
の
名
を
広
め
ま
し
た
。

す
ぐ
や
る
課
の
二
十
五
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

松
戸
市
の
看
板
「
す
ぐ
や
る
課
」

は
、
昭
和
4
4年
1
0月
６
日
に
誕
生

し
ま
し
た

。

当
時
の
松
戸
市
は
、
東
京
に
隣

接
す
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
、

毎
年
約
二
万
人
の
ペ
ー
ス
で
人
口

が
急
増
し
て
い
ま
し
た
。

市
で
は
、
学
校
建
設
や
下
水
道
・

道
路
な
ど
の
生
活

都
市
基
盤
整
備

を
、
最
優
先
の

課
題
と
し
て

取
り

組
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
都
市
化

の
波

に
街

づ

く
り

が
追
い
つ

か

ず
、
市
民
か
ら
は
、
多
く
の
苦
情

や
要

望

が
寄
せ

ら

れ
て
い

ま
し

た
。そ
う
し
た
中
、「
す
ぐ
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で

、
す
ぐ
や

り

得
る

も
の

は
す

ぐ
に

や
り
ま

す
」
を
モ

ッ
ト

ー
に
、
す
ぐ
や
る

課
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

年度別要望処理件数

土木関係　　 清掃関係・その他

す
ぐ
や
る
課
は
従
来
の
組
織
で

は

対
応
で

き
な
い

問
題

に
つ

い

て
、
広
い
守
備
範
囲
で
応
急
処
置

を
受
け
持
ち
、
俗
に
言
う
「
た
ら

い
ま
わ
し
行
政
」
を
な
く
し
ま
し

た

。
ま
た
市
長
直
属
の
部
署
と
す

る
こ
と
で

、
決
裁
な
ど
の
事
務
手

続
き
を
省
き
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の

ス

ピ
ー
ド
化
を
図
り
ま
し
た
。

「
す
ぐ
や
る
課
誕
生
」
の
反
響

は

大
き
く

、

次
々
と

要
望

が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
す
ぐ
や
る
課
の

名
前
は
た
ち
ま
ち

全
国
に
注
目
さ

れ
、
行
政
に
「
迅
速
な
対
応
」
を

求
め
て
い
た
多
く
の
市
民
の
共
感

を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
く
た
め
、

市
民
に

な
る
べ

く

立
ち
会
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
活

動
を
続
け
て
い

く
う
ち
に

、
ど

こ

か
ら
と

も
な

く
「
自
分
た
ち

で
で
き
る
こ
と

は

、
自
分
た
ち

の
手
で
…
」
と

い
う
気
運
が
沸

き
上

が
っ
て
き

ま
し
た

。
側
溝
清
掃
な
ど
は
地
域

で
自
主
的
に
行

わ
れ
る
こ

と
が
多

く
な
り
、
出
て

き
た
土
砂
の

処
理

だ
け
を
市
に
頼
む
よ
う
に

な
る
な

ど
、
行
政
と
市
民
の
協
力
関
係
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

変
わ
り
つ
つ
あ
る
要
望

す
ぐ
や
る
課
が
作
業
を
行
う
場

合
、
仕
事
の

内
容
を
理
解
し
て
い

全国で

愛される

人気者

要
望
の
受
理
件
数
は
、
昭
和
4
9

年
度
の
四
千
二
十
件
を
ピ
ー
ク
に
、

近

年
は
三
千
件
前
後
を
推
移
し
て

い
ま
す
。
昭
和
5
6年
ご
ろ
ま
で
は
、

土
木

関
係
の
仕
事
が
約
九
割
を
占

め
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
約
七

割
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
も
都
市
基
盤
整
備
が

整
い
つ
つ

あ
る
最
近
で

は
、
以
前

「
す
ぐ
や
る
課
」
の

誕
生
は
、

そ
の
名
前
の
斬
新
（
ざ
ん
し
ん
）
さ

と
、
従
来
の
「
お
役
所
」
像
を
打

ち
破
る
業
務
内

容
か
ら
、
全
国
的

に
大
旋
風
を
巻
き
起
こ

し
ま
し
た
。

同
名
の
課
や

係
が
、
宮
城
県
若

柳
町
や
埼
玉

県
入
間
市
な
ど
十
五

市
町
で
誕
生
。「
は
い
　

た
だ
い
ま

課
」（
石
川
県
加
賀
市
）
や
「
な
ん

で

も
聴
く
課
」
（
滋

賀
県
八
日

市

市
）
な
ど
「
す
ぐ
や
る
課
」
の
兄

弟
も
、
昭
和
5
3年
に
は
全
国
二
百

四
十
一
市
町
村
に
あ
り
ま
し
た
。

視
察
に
つ
い
て

も
、
こ

れ
ま
で

国
内
外
で
千
二
百
八

十
五
件
と
そ

すぐやる課への要望は今も日に10件近くあります

の
よ
う
な
道
路
舗
装
や
側
溝
の

新

設
は
な
く

、
補
修
作
業
が
中
心
と

な
っ
て
い
て
、
動
物
の
死
体
処
理

な
ど
の
土
木
関
係
以
外
の
も
の
が
、

三
割
を
占
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
従
来
で

は
目
立
た
な
か

っ
た
ス

ズ
メ
バ
チ

の
駆
除
、
放
置

さ
れ
た
ご
み
等
の
相
談
も
増
え
、

社
会
情
勢
の
変
化
と
と

も
に
、
す

ぐ
や
る
課
に
寄
せ
ら
れ
る
要
望
も

変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

誕
生
し
て
二
十
五
年
、
す
ぐ
や

る
課
は
、
約
七
万
五
千
件
の
市
民

の
声
に
こ
た
え
、
行
政
と
市
民
の

距
離
を
縮
め
て
き
ま
し
た

。

そ
し
て

、
今
も
市
民
サ

ー
ビ
ス

の
最
前
線
で
活
躍
し

続
け
て
い
ま

す
。

の
注
目
ぶ
り
が
分
か
り
ま
す
。

マ
ス
コ

ミ
の
反

響
も
大
き
く
、

昭
和
4
0年
代
は
視
察
を
上
回
る
ほ

ど
の
取
材
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
す
ぐ
や
る
課
」
初
代
課

長
を
題
材
と
し
た
長
門
勇
主
演
の

人
情
喜
劇
「
す
ぐ
や
る
課
長

奮
戦

記
」
が
、
昭
和
4
9年
に
上
演
さ
れ

た
り
、
小
林
桂
樹
が
す
ぐ
や
る
課

長

に
ふ

ん
し

た
テ

レ

ビ
ド
ラ
マ

「
す
ぐ
や
る
一
家
青
春
記
」
が
、

昭
和
5
2年
に

放
映
さ
れ
る
な
ど
、

松

戸
市
民
だ
け
で
な
く
、
全
国
の

人
た
ち
に
「
す
ぐ
や
る
課
」
は
愛

さ
れ
て
き
ま
し
た

。

市民相談室心配ごと・人権相談巡回年金相談

1
1月
の
相
談
案
内

相談名 日　　　　時 会揚

法律相談

毎週火 ・木曜日 と毎月 第２・第 ４月 曜

日午 後１時～ ５時
毎月第 １月曜日 午前 ９時～正 午

(い ずれも予 約制)

市役
所相
談コ
ーナ
ー

税務相談 11廁午後１時～５時

登記相談 18圀午後１時～４時30分

行政相談 14側・28(月)午後１時～３時

住宅相談 毎週水曜日午前10時～午後４時

発明相談 ９團午後１時～３時

交通事故･

市政･一 般

相談

毎日午前８時30分～午後５時

市民
相談
室

会　 場 日　　　時

市役所相談
コーナー

第１～第４
金曜日

常盤平支所 ２伽・○16困

馬橋支所 ○７(月)

六実支所 ○１吠）

小金原市民

センター
10困・○17附

小金支所 １(刈

新松戸市民
センター

○２伽･ ○30冰）

鬩市民相談室（ 金銭間題の相談も行い ます）

※○印は心配ごと相談のみ
※人権相談は干葉地方法務局松戸
支局(f163－6278番)でも行って
います。
問人権相談＝援護課庶務係
心配ごと相談＝社会福祉協議会
昔68－0503番

会　　場 日　　時

常盤平支所 １(火) 午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

小 金支 所 ４廊

小金原支所 ８(火)

馬 橋 支所 11廊

六実 支所 15(火)

新松戸支所 18圀

矢切 支所 22(火)

東 部支所 25廊

※上記以外の日は国民年金課
へ

固国民年金課適用係

相　談　名 日　　　時 会　　楊

商人よろず相談
問商工課振興係

２伽・16伽
午前10時～午後４時

市役所相談
コーナー

労働相談
醴商工課労政係

毎月 第１・第３月曜日

午後１時～ ５時
市役所相談
コーナー

消費生活苦情相談

醴消費生活ｾﾝﾀｰ

a65 －6565 番

月～金曜日
午前９時～午後４時

消費生
活

センター

女性就業相談
閲商工課労政係

毎週水・金曜日 女性就業
相談室

※昭和44年 度は10月 ６日から

で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で

す
ぐ
や
る
課
誕
生

支

持
さ
れ
た
す
ぐ

や
る
課

要望にこたえて７万５千件

昭和46年のすぐやる課の作業風景。作業のなか市民の声に耳をかたむける初代すぐやる課長

各種相談

※労働相談は柏労 働基準監督署（昔0471 －63－0245 番）

でも 行っていま す。



市長室・発
川井敏久

すぐやる課25年に思う
上 本 郷

10：40AM市民と一緒に側溝の詰まりをス

コップで取り除きます。

午前中に予定していた仕事は終

わりましたが、新しい依頼が入っ

ているかもしれません。無線で課

へ問い合わせると、ハチの巣の駆

除の依頼がありました。すぐ現場

へ向います。

朝 のミーティング

9：00AM今日 の１日の予定、昨日からの

引き継ぎ事項などを話し合います。

ミーティングの最中にも、市民か

らの要望の電話が入ります。場所

を地図で確認し、今日の何時ごろ

処理できるかを伝えます。

今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛
暑

で
し
た
。
そ
の
た
め
だ
そ
う
で

す
が
、
ス
ズ
メ

バ
チ
が
大
量
発

生
し

、
す
ぐ
や
る
課
に
は
連
日

ス

ズ
メ
バ
チ
の

巣
を
処
理
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
寄
せ
ら

れ
、
職
員
は
大
忙
し
で
し
た
。

｢ありがとう｣の笑顔が私たちの勲章です

写真で見るすぐやる課の1 日

スズメバチの巣の駆除を体験

す
ぐ
や
る
課
は
市
長
直
属
で

す
か
ら
、
毎
日
作
業
報
告
書
が

あ
が
っ
て

き
て
、
そ
の
様
子

が

分
か
り
ま
し
た
の
で

、
あ
る
日

わ
た
し
も
職
員
と
一
緒
に
作
業

に
出
て
み
ま
し
た
。

特
殊
な
防
護
服
に
身
を
包
ん

で
の
作
業
は
大
変
で

、
職
員
の

日

ご
ろ
の

苦
労
が
分
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

最
前
線
と
い

う
す
ぐ
や
る
課
の

使
命
も
改
め
て
感
じ
ま
し
た

。

さ
て

、
す
ぐ
や
る
課
が
誕
生

し
た
の
は

昭
和
4
4年
1
0月
６
日

で
、
今
年
で
丸
二
十
五
年
に
な

り
ま
す
。

故
松
本
市
長
さ
ん
が
す
ぐ
や

る
課
で
目
指
し
た

も
の
は
、
職

上 矢 切

2：20PM側溝が歪み水が流れにくいので、

コンクリートを流し傾斜をつける

ことに決定。本格的な工事が必要

なため、業者へ委託します。

吉井 町

1：30PM側溝の角が崩れているとの通報

で現場へ急行。写真を撮り、担当

課と協議してから作業に入ること

を説明。

2：50PM　松戸新田

無線により､急きよ道を変えて車

にひかれたネコの死骸を拾います。

2：00PM　　小山

次の現場に向かう途中、外れて

いる側溝のふたを発見｡直します。

六 高 台

11：10AM通風口の周りに性格がどう猛で

知られるスズメバチがびっしり。

掃除機でハチを全て吸い取り、通

風口の周りに毒の入ったはちみつ

を塗り作戦終了｡「外に出ている八

チが戻って毒をなめて死ぬ２、３

日の間は､注意してください」と説

明をしてから市役所へ帰ります。

員
の
意
識
改
革
で
あ
っ
た
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
縦
割
り
行
政
の

弊
害
に
よ
る

仕
事
の
た
ら
い
回

し
や
ス
ロ
ー
な
対
応
に
市
民
は

嫌
気
が
さ
し
て
い
た
。
す
ぐ
や

る
課
は
こ
こ
に
行
政
側
自
ら
灸

（
き

ゅ
う
）
を
す
え
た
。
だ
か

ら
、
多
く
の

市
民
に
歓
迎
さ
れ
、

市
政
へ
の
関
心
と
信
頼
を
呼
び

起
こ
し
て
い

っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

す
ぐ
や
る
課
は
そ
の

業
務
姿

勢
と
明
確
で
パ
ワ
フ
ル
な
ネ
ー

ミ
ン
グ
も
手
伝
っ
て
、
全
国
的

に
も
名
を
馳
せ
ま
し
た

。
今
で

も
ど
こ
へ
行
っ
て

も
、「
す
ぐ
や

る
課
の
松
戸
市
で

す
ね
」
と
言

わ
れ
、
松
戸
を
代
表
す
る
イ
メ

ー
ジ
と
し
て
存
在
し
続
け
て
い

ま

す
。
市
民
の
役
に
立
つ

市
役
所
で

あ
り
職
員
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

、
で
き
る

仕
事
は
そ
の
日
の

う
ち
に
終
わ
ら
せ
よ
う
と
い
っ

た

、
す
ぐ
や
る
課
の

基
本
的
な

精
神
は
、
い
つ
ま
で

も
忘
れ
て

は
い
け
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。一
方
、
す
ぐ
や
る
課
の
使
命

は

終
わ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と

い
う
声
を
聞
き
ま
す
。
ま
た
、

す
ぐ
や
る
課
は
、
市
民
が
自
分

た
ち
で

や
る

べ
き
こ
と
ま
で

も

行

政
に
頼
め

ば
な
ん
で
も
や
っ

て
く
れ
る
と
い
っ
た

、
市
民
の

甘
え
を
助
長
し
て
い
る
の
で
は

資 材 置 き 場（大谷口）

4：00PM無線を受けて、切ったふたが用

意されていました。ほかの資材も

補充して再び干駄堀の現場へ直行、

12メートルにわたり側溝のふたを

ずらし、短く切つたふたですき間

をうめて完成です。

また、途中で水道管の漏水を発

見、担当課にすぐ連絡。

‾　　 千 駄 堀

3：10PM側溝 のふたの上を車が通るた

め、ガタがきています。すき間を

埋めるには、短く切ったふたが必

要です｡資材置き楊に無線で連絡。

用意してもらいます。

な
い
か
と
い

う
見
方
も
あ
る
の

も
承
知
し
て
い
ま
す
。
確
か
に

す
ぐ
や
る
課
に

寄
せ
ら
れ
る
要

望
に
は
、
市
民
自
ら
の
力
で

解

決
し
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
が

あ
る
こ

と
も
事
実
で
す
。
だ
か

ら
と
い
っ
て

、
す
ぐ
や
る
課
を

な
く
そ
う
と
い

う
の
は
ど
う
で

し
ょ
う
。
二

十
五

年
た
っ
て

、

す
ぐ
や
る
課
は
今
ま
で

ど
お
り

で
い
い
の
か
、
こ
れ
か
ら
ど
う

い

う

方
向

に

も
っ
て

い

く
の

か
、
改
め
て

考
え
て
み

る
時
期

か
と
思
い
ま
す
。

ど
れ
を
取
り
上
げ
、
ど
こ
ま

で
行
政
が
や

る
か
と
い
う
選

択

の

す

き
問

を
ど

う
埋

め

る
の

か
、
ま
た
多
様
化
す
る
市
民
の

3：40PM　　幸田

時間のロスがないよう、次の現

場の道路の補修を先に行います。

行
政
ニ

ー
ズ
ヘ
の
柔
軟
な
対
応

の
必
要

性
な
ど
、
こ

れ
か
ら
の

行
政
課
題
へ
の
取
り
組
み
の
中

で
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て

い
ま
す
。

す
ぐ
や
る
課
の
今
後
に
つ
い

て

、市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

市

民
の

皆

さ

ん
の

声

を

直

接

お

聞
き

す

る

た
め

、
市

長

室

直

通
の

Ｆ

Ａ

Ｘ
を

設
置
し

て

い

ま
す

。

市

政
に

対

し
て

感
じ

て

い

る
こ

と
や

建

設

的

な

ご

意
見

を

お

寄
せ

く

だ

さ

い

。

（
９
月
末
現
在
五

十
四

件
受
信
）

Ｆ

Ａ

Ｘ
（
6
6
）
2
3
0
1

番

あ
な
た
の
健
康

腎
臓
病
と
透
析

腎
臓
は
腹
腔
の

後
部
や
や
上

方
に
位
置
し

、
背
骨
の
両

側
に

一
対
あ
り
、
握
り
こ

ぶ
し
大
で

ソ
ラ
マ
メ
の
形
に
似
て
い
ま
す
。

こ
の
腎
臓
は
血
液
を
ろ
過
し
、

不
必
要
な
老
廃
物
を
尿
と
し
て

体
外
に
排
出
す
る
働
き
を
し
て

い
ま

す
。

こ
の
機
能
が
著
し
く
低
下
し

た
り

、
全
く
な
く
な
っ
た
り
す

る
と

、
腎
不
全
や
尿

毒
症
を
起

こ
し
死
に
至
り
ま
す
。
し
か
し

現
在
で
は
、
腎
臓
の
代
わ
り
に

人
工

的
な
方
法
で
ろ
過
排
泄
が

で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
透
析
と
い
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て

再
起
不
能
と
い
わ

れ
た
人
た
ち
も
、
社
会
復
帰
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

透
析
に
は
、
人
工
腎
臓
装
置

使
用
法
と
腹
膜
利
用
法
の
二
種

類
あ
り

、
こ
の

二
十

年
間
に
長

足
の

進
歩
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

こ

れ
は
大
き
な
福
音
で
す
が
、

治
療
時
間
が
長
い
な
ど
の
欠
点

が
あ
り

、
最
近
で
は
就
寝
中
に

自
動
的
に
腹
膜
利
用

が
で
き
る

治
療
法

が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

腎
臓
病

予
防
の
心

得

腎
臓
は
こ
の
ろ
過
作
用
の
ほ

か
に

、
い
ろ
い
ろ
と
重
要
な
働

き
を
し
て
い

ま
す
の
で

、
人
為

的
に
す
べ
て

を
代
行
す
る
わ
け

に

も
い
き
ま
せ
ん
。
転
ば
ぬ
先

の
杖
、
予
防
は
治
療
に
勝
る
と

い
い
ま
す
。
腎
臓
病
に
な
ら
な

い
よ
う
に

、
日
常
生
活
の
中
で

注
意
す
る
こ
と

が
な
に
よ
り
大

切
に
な
り
ま
す
。

①
風
邪
や
扁
桃
炎
な
ど
に
か
か

っ
た
と
き
、
安
静
加
療
を
十
分

に
す
る
こ
と

。

②
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
妊
娠
中

毒
症
な
ど
の

管
理
を
適
切
に

す

る

。
③
入
浴
な
ど
で
身
体
を
清
潔
に

保
ち

、
細
菌
の
感
染
に
留
意
す

る

。
④
心
身
の
安
定
し
た
生
活
を
心

掛
け
る
。
夜
更
か
し
、
過
労
、

ス
ト
レ
ス

、
寒
冷
な
ど
は
腎
臓

に
負
担
が
掛
か
り
ま
す
。

⑤
塩
分
を
控
え
め
に
し
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
す
る

。

適
切
な
水
分
の
補
給
に
も
気
を

配
り
ま
し

ょ
う
。

⑥
た
ば
こ

、
ア
ル
コ

ー
ル
は
控

え
め
に
す
る

。

こ

れ
ら

の
こ

と

を
常
に

心

し

、
年
に

一
度
は
基
本
健
康
診

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
透
析
治
療
中
は
も
ち

ろ
ん
、
腎
臓
病
聡
患
者
も
よ
り

厳
格
な
注
意
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
し
か
し

、
疾
患
の
種
類
に

よ
っ
て
注
意
事
項
の
違
い

が
あ

り
ま
す
の
で

、
主
治
医
の

指
示

に
従
い
ま
し

ょ
う
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

No.3

20

2

日 暮

4：50PMハチの巣の駆除。依頼者が難聴

者のため、しあわせ課の職員が通

訳のために来てくれました。ハチ

の巣は２階の屋根の下。個人で処

理するのは困難です。さすがはす

ぐやる課、高い所もなんのその。

無事終了。

5：30PM　市役所お疲れさま。

9：30AM’　　　 現場 へ出発

｀”　　 小 金 原

10：00AMごみ集積所の下の側溝のふたが

落ちてしまっています。自分たち

でやってみましたがうまくいかな

かったため、すぐやる課に相談し

たそうです。さっそく、路肩を削

りふたをアスファルトで補強しま

した。これで大丈夫。職員には、

状況に応じたすぱやい判断力も求

められます。



暮
ら
し
の
中
の
計
量
に

目
を
向
け
よ
う

昨
年
1
1
月
１
日
か
ら
新
計
量
法
が
施
行
さ
れ
、
1
1

月
１
日

が

計
量

記
念
日

と

な
り

ま
し

た
。

こ

の
記

念
日

に
ち

な
ん

で
、

皆
さ

ん
も

生
活
の

中

の

計
量
に

目

を
向

け
て
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

。

「
計
量
の
つ
ど
い
」
も
開
催
し
ま
す
。

黷

消
費
生

活

課
計

量
係

昔
6
6－
5
1
5
0

番

商

売
用
の
は

か
り
は
定
期

検
査

が
義
務

肉
屋
・
魚
屋
・
八
百
屋
な
ど
に

あ
る
商
売
用
の
ば
か
り
は
、
市
の

定
期
検
査
を
受
け

合
格
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
合
格
し
た
は
か

り
に
は
、
合
格
シ
ー
ル
が
張
っ
て

あ
り
ま
す
。

ま

た
、
ガ
ソ

リ
ン
ス

タ
ン
ド
の

メ
ー
タ
ー
、
タ
ク
シ
ー
メ

ー
タ
ー
、

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
な
ど
に

は
、
有
効

期
間
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
お
店
の
ば
か
り
は
大

丈
夫
？

「

正

し

い

計

量

」
が

量

り

売

り

の

基

本

計
量
器
の
点
検
も
必
要
で

す
が
、

商
品
が
正
し
い
量
に
量
ら

れ
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
毎
年
二
回

、
市
内
の
ス

ー
パ
ー
な
ど
に
立
入
検
査
を
行
い

指
導
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
の

方
に
市
内
の
ス
ー
パ
ー
、
商
店
な

ど
で

指
定
し
た
商
品
を
買
っ
て

き

て
も
ら
い

、
職
員
の
立
ち
会
い
の

も
と
、
再
計
量
す
る
試
買
検
査
会

を
、
毎
年
行
っ
て

い
ま
す
。

今
年
は
、
５
月
1
6日
に
牛
肉
・

マ
グ
ロ
・
シ
ラ
ス
干
し
の
三
品
目

を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。

検

査

し
た

商
品

八

十

一
品

の

う

ち

、

正

量

範

囲

（
左

の

公

差
表

）

内

に
あ

っ
た
商

品

は
七
十

八

品

冗

六

・
三

％

）
、
不
足

は

、
牛

肉

一
品

、

マ

グ

ロ
ニ

品
の

三

品
（
三

・
七

％

）

で

し

た

。
量

目
不

足

の

原
因

は

、

風

袋

（
ト
レ

イ

・
経

木

な

ど
）

の

重

さ
が

正
し

く

差
し

引

か

れ
て

い

な
い

こ

と
で

し

た

。

風

袋

量

を
正

し

く

差

し
引

く

事

は

、
計

量
販

売
の

基

本
で

す
。

量

り

売

り

を
し

て

い

る

店

で

は

、「
正

し

い

計
量

」

を

十
分

心

掛

け
て

ほ

ほ

し

い

も
の

で

す

。

消

費

者
の

皆

さ
ん

も

、

商
品

の

量

目

に

関

心

を
持

っ
て

、

時
に

は

自

宅
で

品

物

を
量

り

直

し
て

み

る

こ

と

も

必

要
で

し

ょ

う

。

重
さ
を
チ
ェ
ッ
ク
、
は
か
っ
て
料
理

「
計
量
の
つ
ど
い
」
を
開
催

日
時
…
1
1
月
２
日
困
午
前
1
0
時

～

午
後

２

時

会
場
…
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
第
二

ビ
ル
一
階
料
理
教
室

内
容
…
目
方
売
り
商
品
の
正
量

検

査
と

料

理

教

室

定
員
…
三
十
六
人
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選

）

費
用
…
無
料

惠
1
0月
2
8日

窗
ま
で

に
、
電
話
ま

た
は
ハ
ガ
キ
で
、
〒
2
7
1
松
戸
市
小

根
本
七

―
八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
第

ニ
ビ
ル
松
戸
市
役
所
消
費
生
活
課

計
量

係（

一`
6
6
1
5
1
5
0
番
）へ

商品量目公差表

10/22日(土)・23日(日)

市民健康づくりの集い
黯健康管理課登66－7486番

催　し　物 会　　場 日　　時 内　　　容 備　　考

講演 会
｢あな たお元気で

すかJ
市　民　 劇　裼

22巴
午後１時30分
～３時30分

テー
マ「優しく21世紀

～わたしのクオリ
ティ

・オフ・ライフ…あな
たは？～」講師：テレ
ビ司会者・芳村真理氏

参加自由

保健所コーナー 松戸駅西ロデッキ

※
雨天の場合
松戸駅東西連絡

通路

22(む
午前匍時
～午後２時

・覚醒剤乱用防止・工
ィズ予防の呼びかけ
と相談
・健康・栄養相談

駅 前 健康 相 談
血圧測定、家庭用皿圧

計・体温計・体重計の
無料検査、看護相談

家庭介護コーナー 介護用具・用品を展示
紹介

シルバーお楽しみ
料　理　 教　 室

中央保健センター

22出・23(日)
午前10時～
午後３時

65歳以上の人が対象。
定員は両日とも35人

申し込み終了

カ
ルシウム
展示コーナー 23(日)

午前９時～
正午

カルシウ ムを多く 含む
食品 の展示

学校給食コーナー
給食サンプルとパネル
を展示

糖 尿 病 会 食 会

ボツク スヒ ル８階

クリ スタ ルホール
22(土)
午前10時30分
～午後１時

糖尿病患者とその家族
が対象。定員は65人
費用は2,500円

申し込み終了

催　し　物 会　　場 日　　時 内　　　容 備　 考

リハビリ教室
作品展

市役所1 階本館新

館連絡通路

10/17回～21廊
午前８時30分
～午後５時

リハビリ教室参加者の
手工芸品等の作品展

グラウンドゴ ルフ

大会
運動公園野球場

22出
午前９時～
午後４眄

申し込み終了

ゲートボール大会 金ヶ 作公園野球場
22(土)･23(日)
午前９時～
午後４時

申し込み終了

骨粗鬆症予防教室 健康増進センター 22（土）　　゛
午前10時～正午

講話とパネル 一献立等
の展示、健康相談

申し込み終了

ジャズ体操フェス

ティバル
市民会館

23旧）

午後1 時～４時30分

健康づくりのために体
操を実践しているグループ
が活動成果を発表

見学自由
嚮建康増進センタ
ーf165－5588番

健康診査と相談

中央保健センター

小金保健センター

常盤平
市民センター

23(日)

午前９時～11時
受け付け

り8 歳以上 の人 のヘル

ススクリーニング(血
圧 測定・検尿 ・胸部

レ ント ゲン検査、40

歳以上の人には心電
図検査･ 血糖検査も)

・歯科健康診査 ・相 談

(幼児からお年寄りまで)

・薬の相談

・在宅ケア相談

参加自由

歩　こ　 う　 会

松戸地区コース

22(判 午前９時 松戸駅西ロデッキ集
合

6～10kmを２～３時間
かけ て歩きます。

参加自 由。雨天中止

默中央保健センタ
ー
昔66－7∠190番

常盤平地区コ ース

22(土)午前９時 常 盤平市民センタ ー

集合

圃健康管理課常盤
平方面保健室

昔84－1333番

小金地区コース
23旧〉午前９時30分 東漸寺集合

践 小 金ｲ呆健センタ

ー

昔46 －5601 番

費用…糖尿病会食会以夘よすべて無料

地

下

鉄

八

・
十

一
号

線

建

設

促

進

住

民

決

起

大

会

に

ご
参

加

く

だ

さ

い

１１一
月
８
日

㈹
午
後
１

時
か
ら

会
場
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
か
ら
送
迎
あ
り
）
　
内
容
地

下
鉄
十
一
号
線
（
半
蔵
門
線
）
の

松
戸
延
伸
と
八
号
線（
有
楽
町
線
）

建
設
促
進
の
た
め
の

住
民
決
起
大

会惠
ｎ

月
２
日

困
ま
で
に
、
電
話
で

交
通
計
画
課
へ

「

歌

の

街

」
の

放

送

時

間

が

変

わ

り

ま

す

防
災

行

政

用
無

線

笳
で

放

送

し

て

い

る
「
歌
の

街

」
は

、
１１
一
月

１

日

か
ら
１
月
3
1
日
ま
で
の
間
、
午
後

４

時
3
0
分
か

ら

放

送
し

ま

す

。

蠢

防
災

課

市

立

病

院

・

市

立

東

松

戸

病

院

の

眼

科

が

休

診

1
1
月
４
日
廊
の
眼
科
外
来
は
、

医

師

が
学

会

出

席
の

た

め

、

休
診

し

ま
す

。

蠢

市

立
病

院

眼
科

外

来

四
6
3－
2

1
7
1

内

線
2
1
0
6

番

、
柬

松

戸

病
院

総

務

課
・
1
9
1－
5
5
0
0

内

線
2
1
0
9

番

サ

ー

ビ

ス

業

基

本

調

査

に

ご

協

力

く

だ

さ

い

総
務
庁
で

は
、
1
1月
１
日

現
在

で
サ

ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ

く
指
定
統
計
調
査
と
し
て

行
い
ま

す
。
サ

ー
ビ
ス

業
事
業
所
の
従
業

者
数
、
事
業
収
入
金
額
な
ど
の

基

本
的
な
項
目
に
つ
い
て

、
調
査
票

に
記
入

を
お
願
い
し
ま

す
。

1
0
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
事
業

所
を
訪
問
し
ま
す
の
で

、
調
査
に

ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
票
は
、
統
計
上
の
目
的
だ

け
に
用
い
ら
れ
、
課
税
な
ど
の

ほ
か
の
目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ

と
は

決
し
て

あ
り
ま
せ
ん
。

蠢
総
務

部
庶
務
課
統
計
係

10/25(火)～31(月)は

駅前放置自転車クリーン

キャンペーン

放置ゼロさわやか駅前

街づくり

圃安全課

「
ま
つ

ど
消

防
四
十
周
年

記
念
」
消
防

フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

1
0月
3
0日

照
午
前
1
0時
～

午
後

２

時
示

雨
決
行

）
　
会
場
消
防
訓

練
セ
ン
タ
人

下

図
）
　
内
容
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
卜
、
模
擬
店
、
新
鮮

野
菜
等
即
売
、
芸
能
人
に
よ

る
歌

謡

シ
ョ
ー
、
消
防
車
両
体
験
乗
車

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

蠢
消
防
茴
総
務
課
四
6
3－
1
1
1

1
内
線
3
1
2
番
、
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ

ド

（
当
日
の
案
内
）｛
1
6
2
1
0
1
1
9

番

試買検査会で

パタ ーン１

食肉･茶･コーヒ ー･精米･粉類･菓子等

５g以上　50g以下……………4％

50gを超え100g以下…………２g

100gを超え500g以下…………2％

5DOgを超え１kg以下…………10g

1kg を超え25kg 以 下……………１％

パタ ーン２

魚介類･ 野菜･果実･ めん類･ 海草等

５g以上50g以下………………6％

50gを超え100g以下…………3g

100gを超え500g以下…………3％

500gを超え1.5kg以下…………15g

1.5kgを超え25kg以下…………１％

パタ ーン３

しようゆ･食酢･飲料・灯油･潤滑油等

体積表示のものは､パターン1を(ml)

と 読み替える。

会
場
案
内
図

道

路

の
不

法

使

用

は

や

め

ま

し

ょ

う

車
道
や
歩
道
に
商
品
や
看
板
を
並

べ
て
営
業
す
る
こ

と
は
、
通
行
の

妨

げ
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
み
ん
な
が
迷
惑
す
る
行
為
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

蠢
道
路
課

1
1
/
1
は
計
量
記
念
日



松戸市文化祭新陸上競技場ができました

記録を計ってみませんか

陸上競技記録会

森のホール21 チケットセンター

チケ ットガイド　 昔84 －5050 番

取扱時間…午前10時～午後４時(月匿休館)

県民芸術劇場地方公演「なおずみのオーヶ

ストランド」(指揮とお話：山本直純)

'951 /29日 午後２時開演

定員1,100人　費用無料(整理券が必要)

厘川月５日(１(消印有効)までに、往復ハガキ

に住所・氏名・電話番号・入場希望者数( ４

人まで) を記入して､〒270松戸市干駄堀646-

4 文化振興財団「なおずみのオーケストラン

ド係」へ

期　日 公　 演　 名 費　用 会場

10/22出
午後６時

ミュ ージカル｢キャ バレ ー｣

出 演：前田美波里 ・市村正

親・草刈正雄他

S/Z,00( 〕円
A/6,00( 〕円
B/4,000 円

大

2腑
午後５時

田辺靖夫ハートフル
チャリティー

コンサート

全席自由
一律料金
3,500円

大

11/1肺
午後６時
3竕

海援隊
コンサート

～Ａｇａｉｎ～
全席指定
一律料金
5,150円

大

19{ﾆﾛ
午後２時

ファミリ ーのた めの

名 曲コ ンサート
井ノ上洋フルートリサイタル

全席自由一律料金
2,000円

小

22(火)
午後フ時

Ｎ日 Ｋ交 響楽団演奏会

指揮 ：Ｗ．サヴアリツシユ･
ブラ ーム ス／交響曲１番他

S/8,C}00円
Ａ／ｱ,000円
B/5,000 円

大

30圉

午後６時
30分

黒人コーラスのパイオニア

ザ ・ド リフタ ーズ
ジャパンツ アー'9∠1

S/5,000 円
A/4,500 円
B/4,000 円

大

12/3 山
午後６時

松戸寄席　ＶＯＬ３

らくご奇兵隊
柳家花緑・立川志らく他

全席自由

こ
律料金
1,500円

劇

23吩
午後２時

新ヴｨヴァﾚﾃﾞｨ合奏団シリーズコン

サートVOL4 クリスマスコンサ

ート「ﾊﾞﾛｯｸ のｸﾘｽﾏｽ 」

全席自由
一律料金
3,000円

小

1 /21出

午後ら時
談志・圓蔵二人会

全席自由
一律料金
2 500円

小

☆12月23日 の二二・ロ ツソ公演は 本人急死の ため公演中

止となり ました 。

※会場･･･大 ＝森 のホール21大ホール、小 ＝森のホール21
小ホ ール、 劇＝市民劇場

森のホール21･ 小ホール公演案内

期 日 催し物(☆印は苟料) 開演時間 問い合わせ先

10/2肺
恵 風琴景 箏曲リ
サイタル ☆

18:00 恵風
酋88－5482番

23(日)
市民カラ オケ 発
表会

10 : 00 滝沢
S91 －0222番

29(土)
バレ エ サーク ル
オーロラ 発表会

IZ:00 大川
f143－1937番

30(日)ピアノ発表会 11 : 00
ひがのピアノ教
室き42 －8421 番

11/3 吩 音楽発表会 13:00 塩谷
き88－9496番

パークセンター(21 世紀の森の広場)催し物

黯社会教育課市民文化係昔66－7462番

参加しよう！

見に行こう！

行　事　名 日　時 講　　師 対　象

園芸教室

｢観葉植物 ・鉢 花類

の冬越し」

11/5 圉
午後1
時

30分～
３時

みどりの相談

員

渡辺重吉郎氏

どなたでも

先着20人

みどり の教室

｢ネィチャ ーゲーム

ー秋を 感じよう－｣

11/12(お
午後
１時
30分～
３時30分

干葉ネイチャ

ーゲームの会

水上道子氏

どなたでも

先着30人

園芸教室

｢落葉果樹の手入れ｣

11/13旧）
午後１時

30分～
３時

みどりの相談

員

渡辺重吉郎氏

どなたでも

先着20人

みどり の講習会 「グ

リーンインテリア」

一室内園芸の楽しみ－

11/20(日)

午後
１時
30分～
３時30分

グリーンコー

ディネーター

吉田幸夫氏

どなたでも

先着40人

こど も手づくり 教室

｢ 木の実や落ち葉で

作つて みよう｣

惻/27(日)
午後
１時
30分～
３時30分

小金北小学校
教諭

浅沼洋子氏

小学生以上

先着24人

(親子可)

匣電話で パークセンター昔45 －8900 番(月曜休 館) へ

地域文化祭

小金原文化祭　　　　　　　　　会場小金原市民センター 穗台文化祭　　　　　　　　　　　　会場＝稔台市民センター

期　　日 時　　間 内　　　　　容 期　　日 時　　間 内　　　　 容

10/23(日)

午前９時～
午後５時

日本の踊り 10/22山

・23(日)

午前９時～

午後５時
書道･盆栽

11/1(火卜
３吩 総合手芸展 10/29(土卜

11/3 韜
午前９時～

午後５時
11/3 は

午後４時まで

油絵･水 彩画･ペン 習字･水墨画･ 版画

かな書道

11/4 国・５(土) 書と花・学生書道展 11/1( 火卜

３ 倪
生け花

小金文化祭　　　　　　　　　　　　会場小金市民センター

11/3 祝

午前９時～
午後６眄

囲碁大会(会費1,000円､弁当付き)
期　　日 時　　間 内　　　　　容

午前10時～
午後３時

茶会
10/29田

午刪O時～午後４時 華道･陶芸･油絵･大正琴･長唄一日本舞踊

午後1 時～４時 茶会 午後ら時～
９時 社交ダンスのタベ

10/30(日)

午前10時～
午後４時

華道･陶芸･油絵･新舞踊･日本舞踊

ときわ南文化祭　　　　　　　　　　　　 会場二常盤平体育館
11/5 山 日本舞踊･茶会

期　　日 時　　間 内　　　　　容
11/5 出

・６(日)

油絵･編物･創作和紙･フラワーアレンジメント･

俳画･墨絵･押花アート･押絵･華道･書道･写真

10/23(日)
午前10時～
午後４時

舞踊･民 謡･琴･ 三味線･ダン ス他発表

会　絵画･ 書道･ 生け花･ 茶会･ 陶芸･

山野草展示 会11/6 旧） 香道･大正琴･ハーモニカ

11/6(日) 午後4時～8時3吩 社交ダンス
矢切公民館合同作品展　　　　　　　　　会場＝矢切公民館

新松戸文化祭　　　　　　　　　　会場＝新松戸市民センター
月　　日 時　　間 内　　　　 容

期　　日 時　　間 内　　　　　容

11/1 ㈲～

6旧）

午前10時～

午 後４時

11/1 は正午から

11/6は午後3時まで

書道 ・七宝焼 ・陶芸・鎌倉 彫 ・桜彫

華道 ・絵画 ・茶会ほか
10/28忠～

30(日)

午前９時～

午後５時

(10/30は午後∠|眄まで)

手作りﾈｸﾀｲ･ ﾊﾟｯﾁﾜｰｸ･ 粘土人形･押花･木彫･

ﾊﾟﾝﾌﾗﾜｰ・手編み・機械編み･手描染色･工芸盆栽･

ｱﾒﾘｶﾝﾌﾗﾜｰ･ 和紙人形･短歌･茶会･華道

科　　　 目 定員 期間 資 格 選考日

身
体
障
害
者

オフィ スビ ジネス系

ＯＡ事務科 各
1
0
人
一
年
高等学校

卒業以 上

12

/8
(木)

９
廊

印刷・製本系製版科

電気・電子系電子機

器科

アパレル系洋裁科

建築施工系建 築設 計

科
一
一年

中 学校卒

業以 上

精神
薄弱
者

縫　製　実　 務　科 各1
0
人

一
年

義務教育

終了 者

‰

･７(水)木　工　実　 務　科

※授業料は無料で す。

[動1 月22日(火)まで に、干 葉県立障害者高等技術専門

校(fiG43 －291 －yZ∠14番)へ

10月31日(月)は、市・県民税の第３期

納期限です。 蠢収納課

障
害

者
高
等
技

術
専
門
校
の
生

徒
募
集

第

十

二

回

全

国

都

市

緑

化

ち

ば

フ

ェ

ア

催

事

参

加

者

を

募

集
都
市
緑
化
ち
ぱ
フ

ェ
ア
が
、
平

成
７

年
８
月
2
5日
か
ら
1
0月
2
2日

ま
で
の
間
、
千
葉
市
の
幕
張

海
浜

公

園
と
稲
毛
海
浜
公
園
で

開
催
さ

れ
ま
す
。

ち
ば
フ
ェ
ア
で
は
、
県
内
で

活

動
す
る
文
化
団
体
、
サ
ー
ク
ル
な

ど
の
皆
さ
ん
で
、
独
自
の
企
画
運

営
に
よ
り
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
、

伝
統
芸
能
、
写
真
、
ス
ポ
ー
ツ

な

ど
の
催
し
物
を
行
う
催
事
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

締
切
日
１９
一
月
2
0日
㈹

蠢
パ
ー
ク
セ
ン
タ
亠

。
4
5
－
8
9

0
0
番

一

九

九

五
年

版
県

民

手

帳

を

販

売

し

ま

す

価
格
ポ
ヶ

。
卜
版
三
百
五
十
円
、

中
型
版
五
百
五
十
円

惠
1
0月
2
7日
困
ま
で
に
、
電
話
で

総
務
部
庶
務
課
統
計
係
へ

ご
利

用

く

だ

さ

い

「
松

戸

パ

ー
ト

バ

ン

ク

」

松
戸
パ
ー
ト

バ
ン
ク
で
は

、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
の
求
人
・
求
職
を
あ

っ
せ
ん
し
て

い
ま

す
。

場
所
Ｊ
Ｒ
松
戸
駅
西
口
松
戸
ビ

ル

ヂ
ン

グ
九
階
、
テ
レ
フ

ォ
ン
サ

ー
ビ
ス

（
求
人
情
報
）｛
1
6
3－
8

1
0
1

番

残
松
戸
パ
ー
ト
バ
ン
ク
四
6
7
1
8

8
0
0

番

第46回

日時…10月29日出午後２時から

会場…運動公園陸上競技場

対象…市内在住･在勤･在学者(小学４年生以上)

種目…50m走、100ｍ走、3000m走、5000m走

走り幅跳び、砲丸投げ(４kg)

費用…１種目100円

圉当日会場で

圜松戸市陸上競技協会・鵜沢登64－乃55番

展覧会の部

行 事 名 会　　 場 期　　日 時　　 間

盆　　 栽　　 展 市　民　会　館 11/1川 ～3吩 千前９時～午後５時

写　　 真　　 展

文 化 ホ ー ル

10/2腑
～11/3吩

午前10時

～午後６ 時

手 芸 作 品 展

陶 芸 作 品 宸

華　　 道　　 展

11/1( 火)～３睨
洋　　 蘭　　 展

市　民　会　館

午前９時
～午 後５時

菊　　 花　　 展
10/30(日)
～11/3 睨

午前10時
～午 後５時

常盤平総合文化展　　　　　　　会場＝常盤平市民センター

期　　日 時　　　間 内　　　　容

11/1(火)～３歸 午前10時～午後５時 書道･手工芸･油絵･編物･洋裁･華道

11/3 吩
午前10時～ 午後３時 茶会

午後６時30分～８時45分
ダンスパーティ(社交ダンスの夕べ)

催しの部

行　事　名 会　　場 期　日 時　　　間

民 謡 民 舞 大 会
市　民　会　館

10/30旧）

午前９時30分
～午後フ時

小　　 唄　　 会 正午～午後４時30分

郷 士 史 研 究 会

※詳細は別記
市　民　劇　場 午後１時～４時30分

民 踊 愛 好 会

民　踊　 大　会

市　民　会　館

11/3 睨

午前９時30分～

午後５時30分

俳　句　 大　会 午前11時～午後５時

邦　　 楽　　 会 午前11時～午後６時

茶　　　　　 会 松　　雲　　亭 午前佃時30分～
午後３時30分

奇 術 発 表 会 市　民　劇　場 午後１時～４時

囲　碁　 大　会 勤　労　会　館 午前９時30分～
午後フ時

社交ダンスのタベ 常盤平市民センター 午後ら時30分～
８時∠巧分

松戸 市 合唱 祭 森のホール21

11/6(日)

正午～午後４時30分

松戸三曲大演奏会 市　民　劇　場 午前10時30分～
午後５時30分

短　歌　 大　 会

市　民　会　館

正午～午後５時

日本古典舞踊大会 午前10時30分～
午後フ時

話し万ﾌｪｽﾃｨ ﾊﾞﾙ

爿/13旧）

午前句時～午後６時

吟 詠 の 集 い 午前９時～午後８時

フラダン スの集い 市　民　劇　場 午後１時30分～
４時

文 化 講 演 会
※詳細は別記

女性センター 11/1腑
午後１時30分～

３時

市民社交ダンス

パーティ

森 の ホ ー ル21 1 11/20(日)

＊整理券が必要です。希望する人

は社会教育課へ(10月21日以降)

午後５時30分～

８時30分

謡曲と仕舞の会
市　民　会　館 11/23粉

午前句時～午後５時

日 本 舞 踊 大 会 午前10時～午後６時

■郷土史研究会「松戸郷土史談と丸山由利亜語りと音楽の会」

内容＝構成詩「きけわだつみの声」

「山椒太夫」

日時＝10月30日旧 午後１時～４時30分

会場＝市民劇場

■文化講演会「福永武彦『草の花』をめぐって」

講師＝竹内紀吉氏（干葉経済大学短期大学部助教授）

日時＝11月18日圀午後１時30分～３時

会場＝女性センター

■松戸の原始古代通史展

日時＝11月３日固 午前９時～午後４時

会場＝下総史料館（紙敷911）

嵳下総史料館・湯浅豐92－2466番

■盆栽・さつき展示会

日時＝11月26日出・27日（日）午前９時30分～午後５時

践日本盆栽協会松戸支部松戸さつき会・秦野f187－4582番

会場＝常盤平市民センター



松

戸

ギ

タ

ー

ク

ラ

ブ

定

期
演

奏

会

1
1
月
５
日
出
午
後
３
時
開
演

会
揚
市
民
劇
場
　

費
用

無
料

鬩
平
井
登
8
8－
5
3
2
8

番

松

戸

交

通

安

全

母

の

会

・

交

通

遺

児

援

護

バ

ザ

ー

1
1
1
1

一
月

３

日

前

午

前
1
1
1
1

一
時

か

ら

会

場

市
民

会

館

※
品
物
の
提
供
も
お
願
い
し
ま

す

（
大
人

の

古

着

は
除

く

）
。

鬩

安

全

課
庶

務

係

陸

上

自

衛

隊
松

戸

駐

屯

地

創

立

記

念

祭

1
1
月
６
日
収
午
前
９
時
3
0
分

～

午
後
３

時
　
会
場
陸
上

自
衛
隊

松
戸
駐
屯
地
（
新
京
成
線
元
山
駅

下
車
徒
歩
三
分
）
　
内
容

各
種
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
模
擬
店
な
ど

茴
松
戸
駐
屯
地
広
報
室
昔
8
7－
2

1
7
1

内
線
2
1
2
番

10月２日　佐渡ヶ嶽部屋が串崎南町

に移転し、土俵開き が行われ まし た。

※タイトルが色刷りのものは、

市の主催です。

松

戸

子

ど

も

ま

つ

り

1
1
月
３
日
冊
午
前
1
0
時
～
午
後
’

３
時
雨
天
中
止
）
　
会
場
金
ヶ
作

公

園
　

費
用

四

歳

以
上

百

五

十

円

固

八

柱

学
童

保

育

所

・
池

田

容
9
2

－
5
4
2
0

番

野

鳥

観

察

会

（

手

賀

沼

）

1
0月
3
0日

収

午
前
８

時
松

戸

駅
東
ロ
デ
ッ
キ
集
合
、
午
後
１

時

ご
ろ
現
地

解
散
　

持
ち
物
昼
食
・

観
察
用
具
・
防
寒
具
・
雨
具
　

費

用
無
料

茴
剛
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基

金
昔
4
5－
9
8
4
6

番

芋

煮

会

ｎ
一
月
３

日

㈲

午

前
1
1
1
1

一
時

～

午

後

３

時

示

雨

決

行
）
　
会

場
国

道

六

号

線

葛

飾

橋
下

江

戸

川

松
戸

側

土

手

費

用

無
料

醍
松

戸

テ
ニ

ス

ク

ラ

ブ

昔
6
2－
3

0
4
7

番

福

祉

シ

ョ

ッ

プ

作

品

展

示

即

売

会1
0月
2
4日

囲
・
2
5日
㈹
、
午
前

９

時
～
午
後
４

時
　
会
場
市
役
所

一
階
本
館
新
館
連
絡
通
路
　
内
容

福
祉
施
設
の
紹
介
、
作
品
の
即
売

出
店
施
設
い
ぶ
き
の
広
場
、
ア

ー

ト

ボ
ッ
ク
ス
作
業
所

閲
し

あ
わ
せ
課
給
付

係

劇

団

カ

ッ

パ

座

公

演

1
1
月
2
0
日
㈲
午
後
１
時
3
0
分
開

演

会

場

市

民

会
館

費

用

前

売

り
千

八

百

円

、
当

日

二

千
円

内

容

親

子
で

楽
し

め

る

フ

ァ
ン

タ

ジ

ー
劇

場

、

カ

ッ
パ

虹

伝

説

「
ね

が

い

星

・

か

な
え

星

」

閤
一
松

戸

カ

ッ
パ

友

の

会

昔
6
8－
2

2
9
0

番

催

し

物

一

輪

車

の

集

い

「

一

輪

車

で

一

日

を

楽

し

く

」

1
1
1
1

（

月
2
0
日

㈲

〔
雨

天

の

場

合

は

1
2月
1
0
日

出

〕

午

前
８

時
3
0
分

受

け
付

け
　

会

場

運

動
公

園
　

対

象

小

学

生
以

上
　

内
容

百

メ

ー
ト

ル

競

走
、
二

千

メ

ー
ト

ル

マ

ラ

ソ

ン

、

チ
ー
ム
対
抗
リ
レ
ー
ほ
か
　
費
用

三
百

円

（
保

険

料
を

含
む

）

圃
一
1
1
1
1

月
1
5
日

出

ま
で

に

、

電

話
で

松

戸

市
一

輪

車

協
会

事

務

局

・

中

村

登
8
9－
6
6
3
3

番
へ

（
当

日

の

受

け

付
け

も
可

）

福

祉

医

療

セ

ン

タ

ー

東

松

戸

病

院

「

一

周

年

記

念

行

事

」

幵
一
月
2
0
日

㈲

午

前
1
0
時

か

ら

会
場

福

祉

医

療
セ

ン

タ

ー
東
松

戸

病
院
　

内

容

講
演

会

、
健

康

相

談
、

在
宅

看

護

相

談
な

ど

※

詳

し
い

内
容

は

、
広

報
ま

つ

ど

1
1
1
1
1

月
５

日

号

で

お

知
ら

せ

し

ま

す

。

茴

福

祉
医

療
セ

ン

タ

ー

東
松

戸

病

院
総

務

課

容
9
1
1
5
5
0
0

番

千

葉

県
中

途

失

聴

者

・

難

聴

者

協

会

東

葛

地

区

茶

話

会

1
0月
2
6日
圉
午
後
１
時
～
４

時

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
（
新

松
戸
駅
下
車
徒
歩
十
分
）
定
員
三

十
人
　

費
用
無
料

兩
フ
ァ
ク
ス
で
鈴
木
叨
0
4
7
1

－
6
7－
7
6
1
3

番
へ

小

金

原

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

ク

ラ

ブ
展

覧

会

（
翠

墨

会

書

道

展

）

1
0月
2
9日
出
・
3
0日
収
、
午
前

９

時
～
午
後
５
時
　

会
場
小
金
原

市
民
セ
ン

タ
ー

問
小
金
原
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
音

4
4
1
｛

む
り乙
７
０
番

松

戸

市

成

人

式

１

月
1
5
日

賜
〔
成

人

の

日
〕
　
会

場

森
の

ホ

ー
ル
2
1
　
対

象

昭

和
4
9

年
４

月

２

日

～
5
0
年
４

月
１

日
に

生

ま
れ

、

市

内
に

住

民

票

が

あ
る

人
（
1
2月

中
旬
に
通
知

を
送
り
ま

す
）

蠢

青

少

年

会

館

登
4
4－
8
5
5
6

番国

際

家

族

年

記

念

生

命

の

コ

ン

サ

ー

ト

「

赤

毛

の

ア

ン

」

1
1
月
３
日
竭
午
後
２
時
・
６
時

開

演
　

会

場

中

野

サ

ン

プ

ラ

ザ

出

演

具

志
堅

テ

ィ
ナ

、
矢

野

和

美

（

松

戸

出
身

）
　
費
用

四

千

円

問

同

実

行

委

員
会

事

務

局

・
山
田

豊
8
7
j
5
4
8
5

番

金

沢

明

子
チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

1
2月
1
0日
出
午
後
３
時
3
0分
・

６

時
3
0分
開
演
　
会
場
森
の

ホ
ー

ル
2
1
大
ホ

ー
ル
　

費
用

三
千

円

（
当
日
売
り
三
千
三
百
円
）

※
費
用
の
一
部
は
、
知
的
障
害
者

福
祉
施
設
建
設
資
金
に

な
り
ま

す
。

固
鬩
松
里
福
祉
会
わ
か

ば
園
登
8
4

j
0
1
6
5

番

特

別

展

「
人

と

エ

ネ

ル

ギ

ー

9
4」1

1
1
1

月
3
0日
團
ま
で
の
午
前
９

時

～
午
後
４

時
3
0分
（
入

館
は
４

時

ま
で
、
月
曜
日
休
館
）
　
会
場
県
立

現
代
産
業
科
学
館
（
市
川
市
鬼
高
）

内

容
エ
ネ
ル

ギ

ー
の

発
見
や

発

明
、
消
費
の
歴
史
、
期
待
さ
れ
る

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
通
し
て
エ
ネ
ル

ギ

ー
問
題
の
動
向
を
考
え
る
　

費

用
一
般
三
百
円
、
高
・
大
学
生
二

百
円
、
小
・
中
学
生
百
円
（
団
体

割
引
等
あ
り
）

問
県

立
現

代
産

業
科

学
館

登
7
9

－
2
0
0
0

番

青

少
年
会
館

文
化
祭

日　　時 内　　容
1
1
/
5
午後４時から

炎の津軽三味線・岡田修氏

津軽三味線⊃ンサート
(事前に申し込みが必要です)

1
1
/
6

午後１時から フルート サークルの演奏

午後２時から リズミツクカンフーデモンストレーション

10/29出～11/6(日)
午前10時～午後4 時

展示部門 折り 紙 ・小物（ 裁縫）・
書道・油絵ほが

会場…青少年 会館

蠢
青
少
年
会
館
昔
4
4
1
8
5
5
6

番青

年

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

1
1
月
６
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後

４

時
　

会

揚

青
少

年

会

館
　

内

容

ウ

ォ

ー

ク
ラ

リ

ー

、
フ

リ

ー
マ

ー

パ

ー

ト

タ

イ

ム

労

働

ガ

イ

ダ

ン

ス

1
1
月
７
日
囲
午
後
１
時
3
0
分

～

３

時
3
0
分
　

会

場

勤

労

会

館

対
象

パ

ー
ト

で

働
き

た
い

人

、
現

在
働

い
て

い

る
人
　

定

員

先
着

百

人
　

費

用

無

料

圉

電

話
で
ｍ

二

十

一
世

紀

職

業

財

団

千

葉
事

務

所

酋
0
4
3二

勧
－
2
0

2
0

番
へ

千

葉

県

ご

み

減

量

化

推

進

県

民

会

議

1
1
月
2
1
日
側
午
後
２
時
か
ら

会

揚

幕

張

メ

ッ

セ

国

際

会

議

室

内

容

基

本

方

針

お
よ

び

行

動

計
画

の

発

表

、
シ

ン

ポ

ジ

ウ
ム

の

開

催
、

マ

ス

コ

ッ

ト

キ

ャ
ラ

ク

タ

ー

、
キ

ャ
ッ

チ

フ
レ

ー

ズ
の

発

表

な
ど

圃
1
1
月
1
1
日
脂
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ

に

住

所

・
氏

名

・

年

齢
・

職

業
・

電

話

番
号

・

参

加
人

数
を

記

入

し
て

（

申
込

多

数
の

場

合
は

抽

選

）
、
〒
2
6
0千
葉

市

中

央
区

市
場

町

一
－

一

県

生
活

環

境

課
リ

サ

イ

ク

ル

推

進

班

（
公
0
4
3
－
2
2
3－
2
7
5

7

番

）
へ

ケ
ッ
ト
、
も
ち
つ

き
、
社
交
ダ
ン

ス
講
習
、
写

真
展
な
ど

※
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
参
加
者
を

募
集
中

惠
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の

申
し
込
み

は

、
電
話
で

、
伊
藤
豊
4
2－
7
4

1
9

番
へ

閲
青
少
年
会
館
容
4
4－

８
５
５
６
・

番チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

講

演

会

「

鉄

人

マ

マ

岡

村

真

理

子

カ

ン

ボ

ジ

ア

を

語

る
」

1
1月
６
日
㈲
午
後
２
時
～
４

時

会
場
青
少

年
会
館
　

費
用
三
百
円

（
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

学
校
を

贈
る

会
」
へ
の
寄
付
金
）
内
容
カ
ン

ボ

ジ
ア
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
体

験
を
語
る

惠

電
話
で

、
東
葛
国
際
親
善
ク
ラ

ブ
・
斉
藤
登
8
4
1
5
7
2
8
番
へ

保
健
・
衛
生

Ｄ

Ｐ

Ｔ

（

ジ

フ

テ

リ

ア

・

百

日

ぜ

き

・

破

傷

風

混

合

）

予

防

接

種

接
種

場

所

市
内

の

委

託

医

療
機

関

（
問

診

票

に

同
封

の

一

覧

表
か

ら

選
択

）

対

象

一

期
＝

生

後
三

ヵ

月
～

四

十

八
ヵ

月

未

満
の

人

で

三

回
接

種

〔
生

後
四

十

八
ヵ

月
～

七

十

二

ヵ

月

未

満
の

人

、

お
よ

び
百

日

せ

き
に

か
か

っ

た
こ

と

の

あ

る

人

に

は

、
Ｄ

Ｔ

（
ジ

フ
テ

リ

ア

、

破
傷

風
混

合
）
を

接
種
〕
、
二

期
＝

一

期

終

了

後
十

二

ヵ

月

～
十

八

ヵ

月

の

間

に

一

回
接

種
　

申
し

込

み

を

す

る

人

一

期

（
三

回

）
二

期

二

回

）

を
接

種
し
て

い

な
い

人

で

、

問

診

票
を

持

っ
て

い

な
い

人

汰

一

期

＝

平

成

６

年

６

月

１

日

～
７

月
3
1
日

生
ま

れ
、

二

期

＝
平
成
５

年
２
月
１
日
～
３
月

3
1日

生
ま
れ
の
人
で

、
平
成
６

年
９

月
末
ま
で
に
住
民
登
録
を

し
た
人
に
は
、
1
1
月
上
旬
に
問

診
票
を
送
付
し
ま
す
。

※
以
前
の
問
診
票
も
使
え
ま
す
。

ハガキ記入要領匣
（

ガ
キ
に
右
の
と
お
り
記
入
し

て

〒
2
7
1
松
戸
市
竹
ヶ
花
七
四
－

三

中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
内
保
健
衛
生

課
予
防
係
（
昔
6
6－
7
4
8
3

琶

へ麻

し

ん

予

防

接

種

接
種
場

所
市
内
の
委
託
医
療
機

関
（
問
診
票
に
同
封
の
一
覧
表
か

ハネムーンで

赤ちゃんができました

ら

選

択

）

対

象

生

後

十

二

ヵ

月

～

七

十

二

ヵ

月

未

満

の

人
　

申

し

込

み

を

す

る

人

麻

し

ん

の

予

防

接

種

を

受

け

て

い

な

い

人

で

、

問

診

票

を

持

つ

て

い

な

い

人

寮
平
成
５
年
９
月
１
日
～
1
1
月
3
1

日

生

ま

れ

の

人

で

、

平

成

６

年

９

月

末

日

ま

で

に

住

民

登

録

を

し
た
人
は
、
1
1
月
上
旬
に
問
診

票

を

送

付

し

ま

す

。

※

以

前

の

問

診

票

も

使

え

ま

す

。

ハガキ記入要領踞
（

ガ
キ
に
右
の
と
お
り
記
入
し

て
〒
2
7
1
松
戸
市
竹
ヶ
花
七
四
－

三

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
内
保
健
衛
生
課

予
防
係
（
登
6
6
1
7
4
8
3
番
）

へ

早
く
欲
し
い
と
思
っ
て
ま
し
た
が
、
こ

ん
な
に
早
い
な
ん
て
、
と
戸
惑
い
な
が
ら

も
、
大
き
く
な
っ
て
き
た
お
腹
に
幸
せ
を

感
じ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
主
人
の
お
腹

ま
で
ふ
く
よ
か
に
な
り
、
こ
ち
ら
の
方
は

ち
ょ
っ
ぴ
り
不
安
を
感
じ
る
こ
の
ご
ろ
で

す
。

渡辺　忠彦さん

圭子さん

新婚さん

こんにちは

殿平賀

情　報

チャンネル



講
座
・
講
演

森

の

ホ

ー

ル
2
1
情

報

セ

ン

タ

ー

・

ビ

デ

オ

編

集

講

座

1
1月
３
日

竕

午
後
１

時
3
0
分

～
４

時
3
0分
　
会
場
森
の
ホ

ー
ル

2
1情
報
セ
ン

タ
ー
　
内
容
ビ
デ
オ

簡
易

編
集

装
置

の
取
り

扱
い

方

定
員
二
十
人
（
応
募
多
数
の
と

き

は
抽
選
）
　
費
用
無
料

圃
1
0月
2
7日
閑

露

着
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
操
作
希
望
の
編
集
装

置
の
種
類
（
お
持
ち
の
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
の
種
類

が
、
８
ミ
リ
ま
た
は

ｖ

Ｈ
ｓ

の
ど
ち
ら
か

）
を
記
入
し

て
、
〒
2
7
0
松
戸
市
千
駄
堀
六
四
六

－

四
森
の
ホ

ー
ル
2
1
情
報
セ
ン

タ

ー
係
へ

固
森
の
ホ
ー
ル
2
1
（
文
化
会
館
）

登
8
4
1
5
0
5
0
番

秋

の

陶

芸

一
日

教

室

1
0月
2
5日

㈹
①
午
前
９
時
3
0分

②
午

後
Ｏ

時
1
5分

③

午
後
３

時

会
場
陶
松
（
市
立
病
院
裏
）
　

費

用
五
百
円
（
陶
土
・
焼
き
代
別
）

定
員
各
十
二
人

圉
電
話
で
、
縄
文
土
器
を
作
る
会
・

小
堀
登
6
8
1
7
7
2
6
番
へ

〔

家

具
〕

デ

ス

ク
付

パ

イ

プ

ベ

ッ
ド
ー
万
円
◆
二
段
ベ
ッ
ド
八

千

円
◆

ダ

ブ
ル

ベ

ッ

ド
無

料

◆

両

袖

机

無

料
◆

パ
ソ

コ

ン

ラ

ッ

ク

三

千
円

◆

折

り
た

た

み

丸
い

す

二

千
円

◆

と

う

製

長
い

す

無

料

◆

回

転

式
い

す

無

料
◆
コ

ー

ナ

ー
三

点
セ

ッ
ト

六

千
円

◆
テ

ー
ブ
ル

五

千

円

〔

電

気

製
品

〕

白

熱

半
球

型

室

内

灯

五
百

円

◆

ぶ

ら
下

げ
式

照

明

器

具
四

千
円

ア

ジ
ア
か
ら
の
熱

い
風

日　時 会場 テーマ 内　　容

11/12

出

午後
３時～５時

市民
会館
他

”神々の島″から

のメッ セージ

プ スパ・ラト ナによる バ

リ の舞 踊

11/19

山

午後
２時～５時

アジアのポップ

ス

ジャ ーナリ スト ・篠崎弘

氏の講演

11/26
圉 午前11時～
午後５時

アｼﾞアを歩く
アジアプレス・イ

ンター

ナショナル代表・野中章
弘の講演

12/3
山

アジアの食文化
・交流パーティ

アジア諸国の料理を作っ

てパーティ

費
用
教
材
費
実
費
　

対
象
市
内

在
住
・
在
勤
の
十
六
歳
以
上
の
人

定
員
先

着
三
十
人

兩
電
話
で
青
少
年
会
館
音
4
2－
9

3
3
2

番
へ
　
　
　
　
　
　
　

‘

〔
子
供
用
品
〕

Å
型
ベ
ビ
ー
力

士

二
千
円
◆
Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー

二
千
円
・
無
料
◆
チ
ャ
イ
ル

ド

カ
ー
シ

ー
ト
二
千
円
二
点
◆

ベ

ビ
ー
キ
ャ
リ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト

無

料〔
ス
ポ
ー
ツ
用
品

・
楽
器
〕
柔

道
着
（
Ｌ
Ｌ
)
三
千
円
◆
自
転

車
式
健
康
器
具
無
料
◆
エ

ア
ロ

ビ
ッ
ク
バ
イ
ク
無
料
◆
テ
ン
ト

と
レ
ジ
ャ
ー
テ
ー
ブ
ル
一
万
円

◆
ピ
ア
ノ
練
習
曲
集
（
初
級
）

二
十
五
冊
無
料
◆
バ
イ
オ
リ
ン

教
則
本
（
初
級
）
十
冊
無
料
◆
ピ

ア
ノ

ビ
ー
ズ
（
楽
譜
）
五
十
部
無

川

崎

病

講

演

会

と
医

療

相

談

会
1
0月
3
0日
㈲
午
後
１
時
～
３

時

3
0分
　

会
場
市
民
会
館
　
講
師
日

本
川
崎
訶
研
究
セ
ン

タ
ー
所
長
・

川
崎
富
作
氏
（
川
崎
病
発
見
者
）

費
用
無
料

醴
川
崎
病
の
子
ど
も
を
も
つ
親
の

会

千

葉
県

連

絡
会
・
笠
井

昔
6
8

j
8
6
5
1

番

食生活講座

障

害

福

祉

地

域

講

座

「
障

害

者

の
権

利

を

広

げ

る
た
め
に
」

1
2月
２
日

窗

午
後
１

時
3
0
分

～
　

会
場
市
川

市
民
会
館
（
市
川

市
八

幡
）
　内
容
講
演

ノ

ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」
社
会

福
祉
活
動
教
育
研

究
所
所
長
・
新

谷
弘
子
氏
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン
　

定
員
先
着
百
二
十
人

圃
1
1
月
2
5
日
齏
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ

に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・「
障

害
福
祉
講
座
受
講
希
望
」
と
書
い

て

〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七

東
葛
飾

支
庁
社
会
福
祉
課
（
昔
肌
－
4
0

7
7

番
）
へ

期日 時間 内容 会場

11/1

火
曜日

午前10時～正午
( お話)
健康と 食生活につい

て

六
実
市
民
セ
ン
タ
ー

８
午前10時
～午後１時30分

(お話)
あなたの
食事量は
大丈夫？

(調理実習)

主婦の１

食分

15 午前10時～正午 健康づく
りと運動

(実技)
手軽にで
きるヨガ

22

午前10時
～午後１時3C}分

成
人病を
予防しよ
う

(調理実習)

野菜をい

っぱい食

べよう

29
年代別食
事のとり
方

カ
ルシウ

ムを上
手

にとろう

費用…無靼 定員…先着15人

料
◆

エ
レ

ク
ト

ー
ン

無

料

〔
日

用

雑

貨

〕
カ

メ

ラ

二

千
円

◆

飛

行

機

型

ダ
イ

ヤ
ル

式

電

話

機
五

百

円

◆

車
い

す

無

料
◆

カ

セ

ッ

ト
コ

ン
ロ

二

千

円

◆

バ

ー

ベ
キ

ュ

ー
用

鉄

板
千

円

◆

商

業

用

・
工

業

用

簿

記
二

級
の

本
五

冊
無

料

◆

和
服

用
バ

ッ

グ
と

ぞ

う
り

三

千

円
◆

カ

ラ

ー
チ

ェ
ン

ジ

ャ

ー
付

編
み

機

無
料

惠
1
0
月
2
5日

㈹
〔
当

日
消
印
有

効
〕

ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名

（
品

物

一

点

に

つ

き

一

人

一

枚
）
・
価

格
・

住

所
・
氏

名

・
電

話

番
号

（
昼

間

お

勤
め

の

人
は

勤
務

先
の

電

話

番

号

）

を
記

入

し

て

、

〒
2
7
1松

戸

市
小

根

本
七

－

八

京
葉

ガ

ス

Ｆ

松
戸

第

ニ
ヒ

ル

松
戸

市
消

費

生
活

セ

ン

タ

ー

兩電話で 健康管 理課常盤平方面保健 室昔84－1333 番へ

防

火

管

理

講

習

会

（

甲

種

）

幵
一
月
1
5
日

㈹

・
1
6
日

困

、

午

前

９

時
3
0
分

～

午

後
５

時
　

会

場

消

防

局
　

費
用

四

千

円
　

定

員

先

着

百

五

十
人

圃
1
0
月
2
4
日

㈲
工
1
1
1
1

一
月
４

日
齏

の

聞

に

、

直
接

消

防

局
予

防

課

（

昔

6
3
1
1
1
1
1

番

）
ま

た

は

市

内

各
消

防

署
へ

東

葛

飾

地

域

農

林

業

ま

つ

り

「

一

日

園

芸

教

室

」

一
1
1
1
1

一
月
３

日

冊

午

前
1
0
時
3
0
分

か

ら

野

菜

、

午
後

１

時
か

ら

花
　

会

揚
千

葉

大

学
園

芸

学

部
　

定

員

各

先
着

百
人
　

費
用

無

料

匣
1
0月
2
5
日

㈹

ま
で

に

、

電

話
で

千

葉

県

東

葛

飾

支

庁

産

業

課

酋

6
1－
2
1
1
6

番
へ

フ
ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ

メ

ン

ト

特

別

講

座

1
0月
3
0日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後

１

時
　
会
場
馬

橋
市
民
セ
ン
タ

ー

費
用
二
千
円
　
内
容
冬
の

花
贈
り

蠢

フ
ロ

ー
ラ
ル
ア

ー
ト
花
の
友
の

会
・
阿
部
音
4
9－
0
0
0
8

番

書

道

講

習

「

年

賀

状

と

実

用

文

」幵一
月
1
3
日

㈲
午

前
1
0
時
～

午
後

３

時
　

会

場

市

民

会

館

会

議

室

費
用

千

五
百

円
（

教
材

費

を

含

む
）

定

員
先

着
四

十
人
　

持

ち

物

書
道

用

具

（
筆

と

ペ
ン

）

惠
1
0
月
3
1
日
照

ま
で

に

、
現

金

書

留

に

費

用

を

同
封

し
て

〒
2
7
0松

戸

市

日

暮
八

四

〇
－

二

八

一

松

戸

書
道

教

育

連
盟
・
余
語

元

祥
（
｛
一一
8
5
j
4

5
3
0

番

｝
へ

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会1
0月
2
9
日
出

午

後
１

時
3
0
分

～
３

時
3
0分
　

会
場

青
少
年
会
館

樋
野
口
分
館
　

費
用

無
料
　

対
象

十
五

歳
以
上
の
男
女
（
三
十
歳
未

満
の
人
優
先
）
定
員
先
着
二
十
人

圉
電
話
で

青
少
年
会
館
本
館
音
4
4

1
Q
）Ｒ
）［
Ｄ
冖
り
番
へ

リンドウ

ス
ポ
ー
ツ

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

1
2月
１

日

～
７

年
２

月
2
3
日

の

毎

週

木

曜
日
（

祝
日

を

除

く

）
、
Ａ

ク

ラ
ス

９

午

前
９

時
3
0
分

か
ら

、

Ｂ

ク

ラ

ス
９

午

前

幵
一
時
1
5
分

か

ら

、
Ｃ

ク
ラ

ス

＝

午
後

１

時
か

ら

会
場
栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場
　
対
象

市
内
に

在
住

・

在

勤
の

人
　

費
用

一

万

二

千
円

（

保

険
料

を

含

む
）

兩
1
1
月
３
日
前
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
に

住

所
・
氏

名
・
電

話
番
号
・
希
望

ク
ラ

ス
（

第
三

希

望
ま

で

記
入

可

）
、

返

信

用

あ
て

名

を

記
入

し
て

、

〒

2
7
0
松

戸

市
松

戸

北

郵
便

局

私

書

箱

こ

一
号

松

戸

市
テ

ニ
ス

協
会

・

平

木

（
g
4
8
1
6
7
8
4

番
）

へ

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

市

民

大

会

1
1
1
1

一
月
2
7
日

㈲

・
1
2
月

４

日
照

の

二
日

間

、
午

前
８

時

～

午

後
７

時

会

場

運
動

公

園

体

育
館

ほ

か
　

対

象

市
内

在

住

・

在

勤
者

の

チ

ー
ム

費

用

一
チ

ー
ム

三
千

円

（
1
1
月
1
7

日

團

午

後
７

時

か
ら

、
小

金

中

学

校
で

行
わ

れ

る

代

表

者
会

議
に

持

参

）

圃
一
1
1
1
1

月
５

日

出

〔

必

着
〕

ま
で

に

、

ハ
ガ
キ
に
チ
ー
ム
名
・
代
表
者
名
・

住

所
・
電

話

番

号
・
男

女

の

別

を

記

入
し

て

、

〒
2
7
0松
戸

市
新

松

戸

北

ニ

ー
一
六
－

一
一

浜
田

一
見

小
金

中

学

校
｛
‥一
4
1－
0
6
4
6

番

｝
へ

仕

事

と

家

庭

両

立

支

援

セ

ミ

ナ

ー1
0月
2
6
日

團

午

後

１

時
3
0
分

～
４

時
3
0
分
　

会

場

海

外
職

業

訓

練

協

力
セ

ン

タ

ー
（
千

葉

市
美

浜

区
ひ

び

野
一

―

匸

内

容

育
児

休

業

・

介

護
休

業

を

考
え

る
　

対

象

人

事

労

務
担

当

者

・
企

業

内

福

祉

制

度

に

関

心
の

あ

る
人
　

費

用

無

料
　

定

員
百

名

圃

電

話
で

千

葉

婦
人

少

年
室

一`
0
4
3

j
2
2
1
1
2
3
0
7

番
へ

青

年

講

座

「

英

会

話

ク

ッ

キ

ン

グ

」

1
1
月
１
日
～
１
９
一
月
６
日
の
毎
週

火

曜

日
（
全
六

回

）
、
午

後
６

時
3
0

分

～

９

時
　

会
場

市

民

会

館
料

理

教
室
　

対

象

十

六

上

二
十

歳
の

英

会
話

初

心

者
の

人
　

定

員

先

着

二

十
人
　

内

容

や

さ

し
い

日

常
会

話

で

、
外

国
の

家
庭

料

理

を

楽
し

く

作
り
ま
す
　
講
師
マ
ー
ク
・
ド
リ

ン
ト

ン

氏
ほ

か
　

費
用

無

料

圉
電

話
で

青

少

年

会

館

昔
4
4－
8

5
5
6

番
へ

市

民

体

育

祭

（
な

ぎ

な

た

大

会

）1
1
1
1

月
６
日

収
正
午
か
ら
　

会
場

運
動
公
園
武
道
館
　
対
象

市
内
在

住
者

費
用

千
円

隰
1
0月
3
1日

収
ま
で
に
、
電
話
で

松
戸
市
な
ぎ
な
た
連
盟
・
野
口
登

4
5
1
0
4
1
0
番
へ

日
本

陳
式
太
極

拳
学
会

交
流

大
会

（
演
武
会

）

1
0月
3
0日
収
午
後
１
時
3
0分

～
４
時
　
会
場
小
金
原
体
育
館

費
用
見
学
無
料

固
及
川
容
6
7－
8
2
6
4

番

家

庭

看

護

教

室

対
象
家
族
に
お
年
寄
り
や
病
人

の
い
る
人
、
将
来
の
た
め
家
庭
看

護
を
勉
強
し
た
い
人
　

定
員
先
着

二
十
五
人
（
男
性
歓
迎
）

圃
1
0月
3
1日
㈲
ま
で
に

、（

ガ
キ

に

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日

・
電

話
番
号
・
参
加
動

機
を
記
入
し

、

〒
2
7
1
松
戸
市
小

根
本
七
松
戸
保
健

所
保
健
指
導
課
家
庭
看
護
教
室
担

当
（｛
一一
肌
－
2
1
2
1

番
｝
へ

期日 時間 内　　容 会　場

11

/1

8

午
後
1
時
～
4
時

・オリエンテーション

・あいさつ・自己紹介

・福祉制度
・社会の変化と心構え

東葛飾合同庁
舎６階第２会

議室

25

・家庭看 護の実際Ｐａｒｔｌ

・家庭での応急 手当

中央保健セン

ター

12

/2

・家庭看護の実際Part２
東葛飾合同庁
舎６階第２会

議室

9
・老人性痴呆とその予防

・医者への上手なかかり方
・施設実習

老人保健施設

梨香苑

16
・虹の会活動

・栄養と食事・座談会

・修了式

松戸保健所指
導室

音

楽

の

広

場

（
合

唱

講

座

）

1
0月
2
5日

㈹

午
後
１

時
3
0
分

～
３

時
3
0
分
　

会
揚
市

民
劇

場

費
用
初
回
の
み
テ
キ
ス
ト
代
二
千

七
百
円

閲
矢
切
公
民
館
容
6
8‐
1
2
1
4
番

健康保険証

を忘れずに

あ

か

し

や

つ

ま

み

画

研

究

会

1
0月
2
5日
㈹
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費

用
三
千
円
　
内
容
干
支
の
い
の
し

し
短
冊
を
つ
ま
み
画
で

作
成

固
珍
川
容
8
8
j
7
3
6
5
番

◆テレホン案内サービス…………a66 －0010番
平日・午後５時～翌朝午前９時

休日と土曜・午前９時～翌朝午前９時
◆夜間急病診療所…………………昔68－3756番
衛生会館内・毎日午後８時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所……容65－3430番
衛生会館内・午後８時～11時

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

救急医療

体制

あ
な
た
の
家
の
不
用
品
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

○
譲
り
ま
す

品

物
を

譲

り

た
い

人

は

、
1
0

月
2
4
日

向

ま
で

に

、

電
話

で

申

し
込

ん

で

く

だ

さ
い

（
一

人

三

点
ま
で
）
。
広
報
ま
つ
ど
1
1
月
2
0

日

号
に

掲
載

し

ま

す

。
価

格

は

一
万

円

ま
で
で

、
衣

料
品

・

食

料

品

・

自
転

車

な

ど
は

扱
い

ま

せ

ん

。

閲

消

費

生
活

セ
ン

タ
１

昔
6
6－

7
3
2
9

番

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

へ※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に
抽
選

し

、
当
選
者
に
電
話
連
絡
し

ま
す

。
紹
介
後
は
自
主
交
渉

に
な
り
ま
す
。



イシミカワ

見られる所　　河原や道端など

実の時期　　　10月

実の色　　　　青紫色

丸いお皿のような葉の上に、つぶらな瑠璃

（るり）色の実がなっ ています。この実はは

じ めは花と同じく薄い緑色ですが、やがて、

紅紫色や青紫色へと色が変わり、「トン ポノカ

シラ」とも呼ばれます。

茎には、下向きの鋭い刺（とげ）がたくさ

ん生えていて、他の植物に絡まりながら伸び

ていきます。

み
ど
り
の

ボランティアグループの招待で

松戸養護学校の生徒が芋掘り

一
生
懸
命
芋
掘
り
を
し
て
い
る
生
徒
た
ち

歳
時
記

手作り田んぼで稲刈り
一二十世紀が丘保育所一

二十世紀が丘保育所の子供たちが稲刈

りをしました。田んぼは子供たちがどろ

んこになりながら、発泡スチロ ールの容

器を使って作ったもので、今年は好天に

恵まれ立派な稲穂が実りました。

保母さんに助けてもらいながら、かま

を使って丁寧に刈り取り、「おもしろかっ

たー」とみんな大はしやぎ。

刈り終えた稲は子供たちが指で脱穀、

さらに積み木を利用してもみをすり玄米

に。スプーン１杯ずつのご飯でしたが、

全員でおいしく食べました。

行ってみました

金成 珪子さん(左)

林　 和子さん(右)

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
サ
ー
ク
ル
に
入
り
、

週
に
二
～
二
回
練
習
し
て
い
ま
す
。

毎
回
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
て
リ
フ

レ
ッ

シ
ュ
で
き
、
と
て
も
充
実
し
て
い
ま

す
。

芋を手にしてうれしそう

10月３日と５日、県立松戸養護学校の

生徒が芋掘りを体験し、楽しい一日を過

ごしました。

養護学校の生徒にとって芋掘りは今年

で３回目。近所に住む粕谷庄司さんの畑

に14人のメンバーが協力して育てました。

生徒たちは手で土の感触を楽しみなが

ら、自分の顔より大きな芋を掘り上げ、

歓声を上げていました。

採れたサツマ芋は、その後ふかし芋や

スィート ポテト にされ、秋の味覚をみん

なで味わいました。

街

の

話題
身近な街の話題をお寄せください。

問広報課

市民の皆さんが身近に利用でき、体力の向上と

健康で明るい市民生活を促進するためのスポーツ

施設です。

競技場、プレ ールーム、小体育館、会議室、和

室があります。

●利用時間　 午前 ９時～午後９時

● 休 館 日　毎 月第４月曜日(祝 日の場合は翌日) 、

年末年始

●交　　 通　 北小金駅、または新京成線常盤平駅

から、新京成バスで団地行き｢ 行 政センター前｣

下 車徒歩３分

●問い合わせ　 小金原体育館　 昔41 －2242 番

※グループで部屋を借りる場合は、毎月１日から翌月１ヵ

月分を受け付けます。

小金原体育館

施設
案内

タデ科

刈り取った稲を持って得意顔

小金原

小金原体育館

積み木を利用して玄米に

おもしろかったー
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